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教師たちの戦後


























































































































































































































番号 国民学校名 校長 兼務校長 教頭 首席訓導 訓導 養護訓導 助教 未復員 休職 合計 48年教員数
１ 成徳 １ 17 １ 19 30
２ 六甲 １ 36 １ 38 48
３ 西郷 １ １ 15 １ １ 19 22
４ 西灘 １ １ 15 １ ２ 20 24
５ 稗田 １ １ 25 １ 28 34
６ 摩耶 １ 28 29 35
７ 福住 １ １ 10 12 15
８ 高羽 １ １ 15 17 26
９ 雲中 １ 10 １ 12 17
10 若菜 １ １ ６ ８
11 筒井 １ １ ５ １ ８ (23)
12 二宮 １ １ ８ 10 24
13 宮本 １ ６ ７
14 小野柄 １ ８ ９ 11
15 脇浜 １ ５ １ ７
16 吾妻 １ １ 12 １ １ 16 20
17 上筒井 １ １ ９ １ 12 19
18 神戸 １ ８ １ 10 18
19 諏訪山 １ 16 １ 18 25
20 山手 １ １ 18 １ 21 27
21 北野 １ １ ６ ８ 16
22 下山手 １ １ 13 15 21
23 湊川 １ １ ９ １ ２ 14 22
24 橘 １ ５ ６ 11
25 多聞 １ ３ ４
26 東川崎 １ １ ５ １ ８ ８
27 荒田 １ １ 10 １ 13 12
28 湊山 １ 21 22 25
29 平野 １ １ 27 29 34
30 菊水 １ １ 20 １ 23 22
31 鵯越 １ 28 ３ 32 42
32 西兵庫 １ ５ １ １ ８ (18)
33 大開 １ １ ３ １ ３ ９
34 川池 １ １ 21 23 38
35 中道 １ １ ９ 11 15
36 水木 １ １ ９ １ 12 13
37 入江 １ 15 16 24
38 道場 １ １ ３ １ ６
39 川中 １ １ ４ １ ７
40 須佐 １ ４ １ １ ７ 14
41 室内 １ 27 ３ 31 29
42 浜山 １ １ 21 ２ 25 29
43 遠矢 １ ９ １ 11 21
44 真陽 １ 22 ２ 25 36
45 長楽 １ １ 17 19 22
46 真野 １ １ 16 １ １ 19 27
47 御蔵 １ 12 13 17
48 長田 １ 14 １ 16 21
49 神楽 １ 12 13 18
50 志里池 １ 13 １ 15 20
51 蓮池 １ １ 22 １ １ 26 45
52 二葉 １ 31 １ 33 39
53 名倉 １ 22 １ 23 32
54 千歳 １ １ 23 １ 26 46
55 池田 １ １ 13 15 22
56 西須磨 １ １ 38 １ 40 49
57 東須磨 １ 20 １ １ ３ 26 23
58 板宿 １ １ 23 ２ ２ 29 35
59 大黒 １ １ 11 １ １ 15 18
60 若宮 １ ７ ８ 17
61 妙法寺 １ １ ９ １ 12 13
62 多井畑 １ ７ ８ ８
63 白川 １ ２ ２ ５ ５
64 塩屋 １ １ 13 15 16
65 垂水 １ １ 53 ２ 57 56
66 舞子 １ 20 １ １ 23 23






































































































































































































































役職名 氏名 年齢 在籍校・職 経歴 1945年度の職務
組合長 田岡　新 57 神戸国民学校長 1911年御影師範卒
副組合長 長島淳一 56 平野国民学校長 1911年御影師範卒
　　〃 中山延二 52 雲中国民学校長 1915年御影師範卒
事務局長 小柴弥作 34 諏訪山国民学校訓導 1933年御影師範卒 疎開付添
執行委員 吉田友三郎 34 山手国民学校訓導 1932年御影師範卒 疎開付添
　　〃 東　悦夫 34 入江国民学校訓導 1932年御影師範卒 残留（事務担当）
　　〃 小塚　誠 33 東灘国民学校訓導 1932年御影師範卒 不明
　　〃 小谷　強 34 雲中国民学校訓導 1932年姫路師範卒 残留
財務委員 浜田芳郎 34 神戸国民学校訓導 1932年御影師範卒 疎開付添
1946年５月10日～1947年３月31日
組合長 中山延二 53 西須磨国民学校長
闘争委員長 安平房治 43 川中国民学校訓導 1924年御影師範卒 疎開付添
代表委員会議長 上村千彦 47 吉田国民学校長 1921年御影師範卒
代表委員会副議長 清瀬波男 50 雲中国民学校長 1917年姫路師範卒
事務局長 小柴弥作 35 諏訪山国民学校訓導
事務局次長 小塚　誠 34 東灘国民学校訓導
常任執行委員 東　悦夫 35 入江国民学校訓導
　　〃 吉田友三郎 35 山手国民学校訓導
執行委員 浜田芳郎 35 神戸国民学校訓導
　　〃 岩槻五朗 32 浜山国民学校訓導 1933年御影師範卒 疎開付添
　　〃 宮田静吾 38 西須磨国民学校訓導 1929年姫路師範卒 疎開付添
　　〃 藤橋雅秋 35 川池国民学校訓導 1932年御影師範卒 事務要員
　　〃 小谷　強 35 雲中国民学校訓導
　　〃 田中正美 不明 不明 不明 不明



























































































































































































































































































































21）占領軍の記述については、Government Section, Memorandum to the chief, administration division, 
Comments on Educational Purge．（1946年12月２日付）。退職者数は前掲『兵庫県教育史』722,723頁。
22）『神港60年史』（1967年）137～139頁。
23）神戸市教育委員会編『教育年報』第４号（1950年）。
24）「神戸教組35年のあゆみ」編集委員会編『神戸教組35年のあゆみ』（1981年）９頁、兵教組十年史編集
委員会編『兵教組十年史』（兵庫県教職員組合、1960年）56～63頁。
25）木戸の経歴、追想については前掲『教育者　木戸只一先生』を参照。
－96－
26）前掲『教育者　木戸只一』53頁。
27）『神戸市教育年報』第５号、
28）神戸新聞学芸部編『わが心の自叙伝　二』（のじぎく文庫、1968年）59～76頁。
29）中山延二の学童疎開中の行動については、前掲『雲中―いさご特別号―』が詳しい。中山の経歴等に
関しては、甲陽会編『明治・大正・昭和を生きた兵庫の教育者』（1991年）106～121頁がある。
30）中山の仏教関係の著作は多い。引用は中山延二『開』（百華苑、1945年）13頁。
31）前掲『明治・大正・昭和を生きた兵庫の教育者』294～322頁。吉田は学童疎開を引率して「疎開日誌」
を残している。洲脇一郎「神戸の学童疎開～日誌・写真・記憶」）神戸親和女子大学『国際教育研究
センター紀要』第２号、2016年３月）が詳しく紹介している。
32）氷上正『聞く双書11　私の教師生活の回想』（明治書院、1976年）。
33）初期の組合役員から議員になった者に、東悦夫（神戸市会議員）、小谷守（参議院議員）がいる。
34）原芳男・中内敏夫「教育者の転向」（思想の科学研究会編『共同研究転向５　戦後編上』、平凡社、
2013年、211～266頁）。東井の自伝は、神戸新聞学芸部編『わが心の自叙伝　一』（のじぎく文庫、
1967年）に所収。
